















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図四 後漢武氏祠画像石(第 一石)閔 損図
九
七













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図六 後漢武氏祠画像石(第 一石)曾 参図
に
も
孝
子
ら
し
く
、
恭
敬
の
情
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
記
し
、
図
の
下
に
「讒
言
三
至
、
慈
母
捨
杼
」
と
横
書
き
で
記
さ
れ
た
榜
題
か
ら
も
、
こ
の
図
像
が
戦
国
策
に
引
か
れ
る
曾
参
投
杼
譚
に
由
来
す
る
も
の
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
が
指
摘
さ
れ
る
横
書
き
で
記
さ
れ
た
榜
題
「讒
言
三
至
、
慈
母
捨
杼
」
に
つ
い
て
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
「所
謂
讒
言
至
此
、
慈
母
不
投
杼
、
此
之
謂
也
。
」
(下
線
部
筆
者
引
)
と
す
る
記
述
に
最
も
近
く
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
陽
明
本
孝
子
伝
が
、
孝
子
伝
図
の
基
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
改
め
て
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
と
、
当
鏡
と
の
図
像
と
を
詳
細
に
比
較
し
て
み
る
と
、
人
物
配
列
や
図
案
等
に
驚
く
べ
き
共
通
点
が
存
在
す
る
。
三
ま
ず
、
曾
参
図
に
つ
い
て
、
母
親
は
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
と
同
じ
く
両
脚
を
織
機
に
か
け
、
後
ろ
を
振
り
返
り
、
そ
の
手
か
ら
落
ち
た
杼
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
左
側
に
榜
題
「曾
子
母
」
が
記
さ
れ
、
続
い
て
二
区
画
に
跪
い
て
拱
手
し
、
恭
順
の
姿
に
描
か
れ
る
曾
参
の
姿
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
左
側
に
榜
題
コ曾
子
」
が
記
さ
れ
、
下
部
に
は
禽
鳥
が
描
か
れ
る
。
こ
の
禽
鳥
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
画
像
鏡
に
多
々
見
ら
れ
る
禽
獣
図
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
や
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
榜
題
に
「孝
烏
」
と
記
す
慈
烏
譚
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
場
面
が
変
わ
り
禽
鳥
の
左
側
に
は
、
閔
損
の
父
親
を
描
く
。
こ
の
図
に
お
い
て
は
、
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
(第
一
石
)
に
描
か
れ
る
よ
う
な
御
車
か
ら
乗
り
出
し
て
、
右
手
を
閔
損
の
肩
に
か
け
て
い
る
姿
で
は
な
く
、
御
車
か
ら
降
り
自
ら
の
手
を
閔
損
の
肩
に
か
け
る
、
同
画
像
石
(前
石
室
七
石
)
の
図
(開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
像
石
の
図
に
も
)
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
閔
損
自
身
に
つ
い
て
は
、
「閔
子
騫
自
身
が
描
か
れ
な
い
の
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
あ
ろ
う
」
(『古
鏡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
開
明
堂
英
華
』
)
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
左
側
の
榜
題
「
閔
騫
父
」
の
上
部
に
向
き
を
反
転
し
て
恭
順
の
姿
に
描
か
れ
る
人
物
が
、
閔
損
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
元
来
、
主
題
が
閔
損
譚
で
あ
る
か
ら
に
は
、
父
親
だ
け
を
描
く
だ
け
で
は
事
足
り
な
く
、
恭
順
の
情
を
示
す
孝
子
の
姿
を
描
く
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
当
鏡
に
描
か
れ
る
曾
参
、
閔
損
図
は
、
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
(第
一
石
)
　お
　
に
お
い
て
も
同
一
の
配
列
で
相
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
大
変
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
長
廣
氏
が
『漢
代
画
象
の
研
究
』
の
中
で
、
次
の
圖
が
や
は
り
曾
子
と
な
ら
ぶ
代
表
的
な
孝
子
の
閔
子
騫
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
位
置
づ
け
が
偶
然
で
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
で
あ
る
が
、
後
漢
書
明
帝
紀
二
に
、
曾
閔
奉
親
、
竭
歓
致
養
。
と
記
し
、
「曾
閔
」
と
並
称
す
る
こ
と
や
、
晋
の
蕭
広
済
撰
孝
子
伝
(初
学
記
十
七
所
引
)
に
、
閔
損
与
曾
参
、
門
徒
之
中
、
最
有
孝
称
、
今
言
孝
者
、
莫
不
本
之
曾
閔
。
と
記
し
、
曾
参
と
閔
損
が
一
組
で
記
さ
れ
て
お
り
、
当
鏡
や
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
に
お
い
て
も
、
閔
損
と
曾
参
を
並
列
に
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
り
、
当
鏡
と
後
漢
武
氏
祠
画
像
石
と
は
図
像
的
に
、
全
く
同
じ
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
総
じ
て
、
当
鏡
に
お
い
て
も
、
陽
明
本
系
の
孝
子
伝
が
図
像
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
貴
重
な
証
拠
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
一
号
(二
〇
〇
三
年
三
月
)
を
残
し
て
い
る
と
言
え
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
成
立
期
を
考
え
る
一
級
の
資
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
後
漢
孝
子
伝
図
画
像
鏡
に
見
る
如
き
、
孝
子
伝
を
主
題
と
す
る
人
物
画
像
鏡
と
い
う
の
も
、
非
常
に
珍
し
い
。
ま
た
曾
参
母
の
織
機
の
一
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
内
区
の
絵
柄
が
、
外
区
に
ま
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
他
の
画
像
鏡
に
見
ら
れ
ぬ
箇
所
が
あ
り
、
出
土
地
等
も
一
切
不
明
で
あ
る
。
教
示
を
乞
い
た
い
。
付
記
後
漢
孝
子
伝
図
画
像
鏡
の
撮
影
調
査
及
び
、
図
版
掲
載
を
お
許
し
下
さ
っ
た
村
上
英
二
氏
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
(図
一
、
二
、
三
は
黒
田
彰
先
生
の
撮
影
写
真
。
図
四
、
六
は
容
庚
氏
『漢
武
梁
祠
画
像
考
釈
』
〈北
平
燕
京
大
学
考
古
学
社
、
民
国
25
年
〉、
図
五
は
劉
興
珍
、
岳
鳳
霞
氏
『中
国
漢
代
の
画
像
石
-
山
東
の
武
氏
祠
』
〈外
文
出
版
社
、
一
九
九
一
年
〉
に
拠
る
。)
[注
](1
)
新
日
本
古
典
文
学
大
系
31
『三
宝
絵
注
好
選
』
(岩
波
書
店
、
平
成
9
年
)
所
収
、
馬
淵
和
夫
、
小
泉
弘
、
今
野
達
氏
校
注
『注
好
選
』
に
拠
る
。
(2
)
黒
田
彰
先
生
『孝
子
伝
の
研
究
』
(佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
)
H
一
「孝
子
伝
の
図
-
後
漢
、
北
魏
を
中
心
と
す
る
ー
」
参
照
。
(3
)
長
廣
敏
雄
氏
編
『漢
代
画
象
の
研
究
』
(中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
昭
和
40
年
)。
(4
)
黒
田
彰
先
生
注
(2
)
前
掲
書
H
一
。
(5
)
太
平
御
覧
四
=
二所
引
の
師
覚
授
撰
孝
子
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
閔
損
字
子
騫
、
魯
人
。
孔
子
弟
子
也
。
以
徳
行
稱
。
早
失
母
後
母
遇
之
甚
酷
一
〇
一
曾
参
と
閔
損
(山
川
誠
治
)
損
事
之
弥
謹
。
損
衣
皆
稿
A呆
為
、
絮
其
子
則
緜
績
重
厚
。
父
使
損
御
冬
寒
失
轡
。
後
母
子
御
。
則
不
然
父
怒
詰
之
、
損
黙
然
而
已
。
後
視
二
子
衣
乃
知
。
其
故
将
欲
遣
妻
。
諌
日
、
大
人
有
一
寒
子
。
猶
尚
垂
心
若
遣
母
有
二
寒
子
也
。
父
感
其
言
乃
止
。
(
6
)
黒
田
彰
先
生
注
(2
)
前
掲
書
-
一
「孝
子
伝
の
研
究
」
参
照
。
(7
)
当
画
像
石
は
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
蠧
凶ω
甑
§
鴛
畠
σ
o
δ
αq
iq
u
e
d
a
n
s
la
C
h
in
e
se
p
te
n
trio
n
a
le
,T
o
m
e
I,
P
re
m
ie
re
p
ar
tie
,
L
a
sc
u
lp
tu
re
a
1'e
p
o
q
u
e
d
e
s
H
a
n
(P
a
r
is
,
1
9
1
3
)
に
模
Q
(P
1,D
X
L
II,
F
ig
,1
2
7
1
)
を
収
め
、
(キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
D
is
sin
d
'ap
r
e
s
u
n
e
sta
m
p
a
g
e
d
e
M
°
P
a
u
l
M
allo
n
と
あ
る
)
'
V
,Z
'.‐
D
a
lle
d
e
p
ro
b
e
n
an
ce
in
c
o
n
n
u
e
に
考
証
を
収
め
る
。
詳
細
は
黒
田
彰
先
生
注
(
2
)
前
掲
書
H
一
、
二
一
〇
頁
注
24
参
照
。
(
8
)
村
上
英
二
氏
『古
鏡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
開
明
堂
英
華
』
(村
上
開
明
堂
、
平
成
6
年
)
。
他
に
、
村
上
英
二
氏
『創
業
㎜
周
年
記
念
中
国
古
鏡
展
村
上
英
ニ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
(村
上
開
明
堂
、
平
成
13
年
)
に
も
同
解
説
図
版
を
掲
載
。
(
9
)
曾
参
の
投
杼
譚
に
つ
い
て
は
、
後
世
の
二
十
四
孝
系
の
孝
行
録
6
や
南
宋
の
林
同
孝
詩
「
閔
子
」
に
も
所
収
さ
れ
る
。
(
10
)
王
重
民
氏
等
編
『敦
煌
遺
書
総
目
索
引
』
(商
務
印
書
館
、
一
九
六
二
年
)
の
〈
P
二
六
二
一
〉
に
、
「
事
森
一
巻
」
と
あ
る
。
ま
た
王
重
民
氏
等
編
『敦
煌
変
文
集
』
下
(人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。
二
刷
、
八
四
年
)
に
は
「孝
子
伝
」
と
し
て
本
文
を
収
録
す
る
が
、
「孝
子
伝
」
と
い
う
書
名
は
『敦
煌
変
文
集
』
編
纂
当
時
、
仮
に
付
け
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
た
も
の
に
は
、
王
三
慶
氏
「
《
敦
煌
変
文
集
》
中
的
〈孝
子
伝
〉
新
探
」
(
『敦
煌
学
』
14
、
89
年
4
月
)
が
あ
る
。
な
お
、
敦
煌
本
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
先
生
注
(
2
)
前
掲
書
所
収
-
一
参
照
。
以
下
、
敦
煌
本
事
森
に
所
引
さ
れ
る
投
杼
譚
の
本
文
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
相
投
杼
以
傷
懐
。
曾
参
為
人
孝
、
有
人
与
曾
参
同
名
。
忽
有
人
告
云
、
曾
参
一
〇
二
.
殺
人
。
其
母
自
知
子
孝
、
必
無
此
事
。
三
度
來
告
、
告
母
始
投
杼
踰
牆
而
走
観
。
出
史
記
。
(
1
)
戦
国
策
に
お
い
て
は
、
曾
参
の
母
親
が
驚
き
慌
て
る
姿
を
「其
母
懼
投
杼
」
と
す
る
が
、
史
記
、
春
秋
後
語
で
は
「其
母
投
杼
下
機
」
と
す
る
。
以
下
、
敦
惶
本
春
秋
後
語
二
〈P
二
七
〇
二
〉
の
本
文
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
昔
曾
参
処
費
、
々
人
有
与
曾
参
同
姓
名
者
而
殺
人
。
々
告
其
母
日
、
曾
参
殺
人
。
其
母
投
杼
下
機
、
踰
牆
而
走
。
(
12
)
六
朝
期
の
孝
子
伝
図
と
さ
れ
る
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
(以
下
、
K
B
本
と
す
る
)
に
つ
い
て
、
長
廣
敏
雄
氏
は
『六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
(美
術
出
版
社
、
昭
和
4
年
)
第
九
章
「
K
B
本
孝
子
傳
圖
に
つ
い
て
」
を
著
さ
れ
、
K
B
本
孝
子
伝
図
第
三
石
三
図
に
つ
い
て
、
「
孝
子
董
永
説
話
の
後
段
す
な
わ
ち
"
天
の
織
女
が
董
永
の
婦
と
な
り
機
織
の
功
を
し
め
す
"
説
話
を
あ
ら
わ
す
」
と
し
、
董
永
譚
の
後
段
部
分
と
考
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
図
に
は
曾
参
図
に
見
ら
れ
る
織
機
に
向
か
い
杼
を
落
と
さ
ん
と
す
る
母
親
や
、
曾
参
五
孝
の
一
つ
噛
指
譚
に
お
け
る
薪
を
担
ぐ
曾
参
と
思
わ
れ
る
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
六
朝
期
唯
一
の
曾
参
図
と
し
て
図
像
再
考
の
必
要
性
が
あ
ろ
う
。
(
13
)
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
に
も
曾
参
、
閔
損
の
図
は
描
か
れ
、
榜
題
に
「
蹇
父
」
「閔
子
蹇
」
、
「
曾
子
母
」
「曾
子
」
と
記
す
な
ど
、
当
鏡
と
榜
題
に
似
通
っ
た
記
述
が
あ
る
。
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
に
つ
い
て
は
、
内
蒙
古
自
治
区
博
物
館
文
物
工
作
隊
編
『和
林
格
爾
漢
墓
壁
画
』
(文
物
出
版
社
、
一
九
七
八
年
)
に
模
本
が
掲
載
さ
れ
る
。
(
や
ま
か
わ
ま
さ
は
る
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
)
(指
導
教
授
"
黒
田
彰
教
授
)
二
〇
〇
二
年
十
月
十
六
日
受
理
